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アメリカ合衆国には「政教分離の原則」の長い伝統があるが、同時に宗教、とくにキリスト教と政 

治が分かちがたく結びつくという宗教国家の特質がある。独立戦争、奴隷制の廃止、女権獲得運動、 

禁酒法から６０年代の公民権闘争、そして今日の妊娠中絶や同性婚の是非をめぐる問題まで、政治は 

宗教に道徳的な権威付けだけでなく、運動のリーダーシップや事実上の政策活動すら期待してきた。 

そして８０年代以降、宗教はそれまで以上に深くアメリカの政党政治に関わるようになった。その顕 

著なケースが宗教右派とリベラル入り乱れての近年の大統領選挙戦である。今回はブッシュ前大統領 

とオバマ新大統領の信仰と政治を比較しながら、アメリカ社会における宗教と政治の関係、両大統領 

の宗教理解と政策の違いを考える。 

 

 

はじめにはじめにはじめにはじめに    

「大統領の職責は牧師と同じである。彼は二億人の羊飼いなのだから」 

『ニクソンの神学』（１９７２年） 

 「市民宗教」というアメリカ教 

 大統領は国の「司祭」「牧師」「預言者」 

 

第第第第４３４３４３４３代大統領代大統領代大統領代大統領ブッシュブッシュブッシュブッシュ大統領大統領大統領大統領のののの場合場合場合場合    

「自由と恐れ、正義と野蛮は常に抗争してきた。神はその間で中立   

ではない」（２００１年同時多発テロ直後の議会演説で） 

 

１．ジョージ・Ｗ・ブッシュとは何者か。その経歴を振り返る 

   ２００１年の同時多発テロ 愛国主義の高揚 

２．ブッシュの信仰は「ボーン・アゲイン」の福音派 

   ブッシュはいかにしてキリスト教徒になったか 

   抽象的に考えることが苦手なブッシュ 

３．政治家ブッシュの政策と宗教 

   テキサス州知事時代の事情 

   大統領選挙キャンペーンでの保守的キリスト教の組織的動員 

４．ブッシュは「根性のプレーヤー」 

   ホワイトハウス人事では宗教右派と福音派が躍進 

   たとえばジョン・アシュクロフト司法長官 

人工妊娠中絶と同性婚問題で揺れるアメリカ世論 

   「テロリズムとの戦い」を掲げて愛国主義を鼓舞 

５．イラク侵攻とブッシュの「戦争の神学」 

   メソジストというよりもカルヴァン主義の戦闘的神学か 

   ブッシュの善悪二元論と「悪の枢軸国」 



   イラク戦争は「神の声」？ 

ネオコンの論理と宗教右派の終末的信仰 

ブッシュの「帝国の神学」（ジム・ウォリス）の破綻 

福音中道派の離反 

 

第第第第４４４４４４４４代大統領代大統領代大統領代大統領バラクバラクバラクバラク・・・・オバマオバマオバマオバマのののの場合場合場合場合    

「黒人のアメリカも、白人のアメリカも、ラティノのアメリカも、アジア系のアメリカもない。あるの 

はアメリカ合衆国」 （２００４年民主党大会基調演説で） 

１．バラク・オバマとは何者か ――その経歴を振り返る 

 

２．オバマのキリスト教は２０歳代後半から 

   世俗主義から進歩的な黒人教会の会員へ 

３．２００８年大統領選挙と「神問題」 

   民主党のアキレス腱は信仰問題 

   宗教右派との対立を鮮明化したオバマ 

   「オバマ旋風」――福音派左派の登場と中道勢力への働きかけ 

   ヒラリー・クリントンとの競合と差別化 

４．オバマの信仰は「過激な黒人神学」？ 

    ジェレマイア・ライト牧師のトリニティ合同教会 

        ジェシー・ジャクソン師（公民権闘争世代）やジェームズ・コーンとの距離感 

５．オバマの「国民統合の神学」 

   ラインホルド・ニーバーの神学とオバマ 

    

おわりにおわりにおわりにおわりに    

 熱烈な宗教国家としてのアメリカ 

宗教右派と宗教左派の今後の動向は？ 

 ２０１０年の中間選挙はどうなる 
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